
(７)収支計算書に対する注記

１．資金の範囲

 資金の範囲には、現金預金、未収金、前払金、仮払金、未払金、前受金、預り金及び有価証券を含める

 こととしている。

２．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

 次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳は、次のとおりである。

（単位:円）

科　　目      前期末残高      当期末残高

現 金 預 金 61,124,706 66,103,821

未 収 金 9,537,780 11,845,327

前 払 金 1,210,658 1,045,548

仮 払 金 272,273 1,082,112

有 価 証 券 28,349,927 18,212,625

合  　計　 100,495,344 98,289,433

未 払 金 7,928,236 5,543,309

預 り 金 125,617 190,580

合  　計　 8,053,853 5,733,889

次 期 繰 越 収 支 差 額 92,441,491 92,555,544

３．予備費の使用について

 予備費5,000,000円のうち、2,936,426円を事務諸費支出に充当している。


